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　　　　　　　　　　 基礎地盤 コ ン サル タン ツ  　酒井 　運雄

　本 セ
ヅ シ ョ ン の 主 催は，「礫質土 の 力学 特性 に つ い て の 研究委

員会」 （委 員長　國 生剛 治　中央 大学 教授 ）で，後藤副座長 か ら

本セ ッ シ ョ ン の 進 め方 に つ い て の 説 明が あ り，國生委員 長の 開会

の 挨拶 に 引続 き 次の ような ジ ェ ネラ ル レ ポー
トがなされた 。

　 「礫質 土 の 工 学的 特性 と相 対密度」 國 生 委員 長

　 主 要 な 内容 を個 条書 き に す る と 以下 の よ う に な る。
1．礫地盤の 工 学的位置 づ け ：

　 ・ 自然 の礫 質土 の 性質 に つ い て は十 分な解 明が進 んで い ない 。

　 ・沖積 の礫 質地 盤 の 液状 化 現 象 は決 して ま れ な現象で は な い 。

　 ・密 な礫質 土 で は 設計 合理 化 の 余地 が 大 き く残 さ れ て い よ う。
2．礫質土 の 物理 的特性 ：

　 ・ 礫質 土は
一

般 に 礫 か ら細 粒 まで含 み，均等 係数 　tt。が大 きい 。

　 ・礫質 土の 最大 ・最小間 隙比の 差 は0．2〜0．3程度 で 小さい 。

　 ・礫質土 の 力学特性 を 表す 指標 と して 相対密度 D ，が適 して い

　　 る と思わ れ る が 試験法が標準化さ れ て い な い 。

3．礫質土の 工 学的特性 の 原位 置調査法 ：

　 ・1＞値 が普 及 して い るが，礫分 が多 Lkと適用性 に問題 がある。

　　そ の た め，大型 貫入試験な ど が使 わ れ る場合 がある 。

　 ・N 値 と間隙比 は 両対数軸上で ほ ぼ 直線関係に ある。

　 。最 小密 度 に対 応 した 最 小 1＞値 は 礫 分含有 率 に関係 な くほ と

　　 ん ど変 わ らな い が，最 大密 度 に対 応 した 最 大 N 値 は 礫分 が

　　 多 くな る と大 幅に 増加 す る。

　 。N 値 は D ，＞ 50％ で，加速度 的 に，礫分 が多い ほ ど急増す る。

　 ・S 波速 度 Vsは 間隙比 e とほ ぼ 直線関係 に あ る。

　 ・最 小密度 に 対応 した 最小 馬 は 礫 分 に 関係な くほ とん ど変 わ

　　 らない が，最大 密度 に 対応 した 最 大 Vsは礫分 が多 くなる と

　　 大幅 に増 加す る。

　 ・Vsは Dr と と も に 増 加 し，礫 分 が 多 い ほ ど急激 で あ るが，．

　　N 値ほ どで は な い （N 値よ り鈍感）。

　
・砂質 土 と礫質 土で 同 じ Vsな ら礫質土 の 方が 1＞値が 小 さい 。

4，1 礫質土 の サ ン プ リソ グ

　
・小 さ な ひ ず み （10

−3 以 下） に対応 した 力学特 性ほ ど撹乱の

　　影響 を受 けや す く，強度定 数 に対 して は影響は 少な い 。

　
・細粒分の 少な い 礫質 土 で は凍結サ ソ プ リン グが 理想 的で あ る

　　が，コ ス トの 面で 適用範囲 が 限定され る。
4．2　礫質土 の 室内力学試 験法

　
・礫質土 は三 軸試験 が 行わ れ る こ とが 多 く，強度試験で は 最大

　　礫 径 を供試 体直径 の 1／5〜1！6以下 とす る こ とが 望ま しい 。

　
・

π。の 大 きな礫 質 ヒで ，小〜中 ひ ず み 対 応 の 力 学試験 で は，

　　上記 よ り大 径の 礫 を 含ん で い て も問題は な い よ うで あ る。
4．3　礫 質土 の 力学特性 ：

　 。礫 質土 の 破 壊包絡 曲線 は 直線 で はない の で，設 計作 用応 力 レ

　　ベ ル に 応 じた適切 な C，φ を求め る必 要 が あ る。

　
・排 水強度 と液状 化強度 は，D，が一

定 な ら，砂質土，礫質土，

　　礫 含有率に よる大 きな違い は 見 られない 。

　・非排水強度は （大 ひず み ），D，が一
定 で も，礫含有率が 大 き

　　い場 合ほ ど非 常 に大 き くな る （破壊 しない ）傾 向が ある。

　
・礫質土 の せ ん断剛性率 の ひ ず み に よ る 低下率は，砂 に比べ て

　　顕著 で，よ り小 さい ひ ずみ で よ り大 き く低下す る傾 向があ る。

表
一1　 研究 内容の 分 類 （10編）

項　 　目
発表
件数 内　　　　　　 容

現場 調査 1 礫地盤の 調査 〔20）

室内試験

9

最小
・
最大密度 （21），S 波速 度特 性 （22），κb値，沈下 量

（23），体積変化特性 〔24），強度特 性 （25），含 水比依存性

（26），損失 エ ネルギー（27），粒 子形状 （28），せん断剛 性

　減衰 定載 （29）

5，設計 へ の 反映

　◇内部摩擦角 ； N 値 か ら設 計定数 を求 め る時 の 留意点 は，

　 ・礫 を た た い た N 値 で は な く，基質 の 貫入 量 を 使 う こ と。

　 ・．こ の た め．打撃 ご との 貫入 量 を記録 す る こ と。

　 ・ N 値 とφ の
一

般化 して い る 推定式 は砂質土 に 対 す る もの で，

　　礫質土 で は N 値の 増 分 に 対 して φの 増分 は 鈍 感 で あ る。

　◇非 排 水繰 返 しせ ん 断 強度 （液状化強 度） ：

　 ・液状化 強度 と N 値 の 関係 は，N 値 が 小 さい 範 囲 （N 〈 20）

　　 で は 礫 質土 は砂 質土 と同程 度 か やや 大 き く，1V値 が大 き く

　　 な る と砂 質土 よ り小 さ くな る傾 向があ る。

　 ・Vs等が液状化強度 と
一
意的に関係づ け られ る可能性は 低 い 。

　　ま た ，Vsは N 値に比 べ て 液状化強度 に対 して 鈍感で あ る。

　◇ 変形係数 ：

　 ・礫質 地盤 の 変形 係数 は N 値 な どか ら換算 して い るが，応 力

　　状 態や ひ ずみ レベ ル な どが 考慮 され てい な い 。

　 ・砿，Goか ら拘束 圧 の 影 響，ひずみ レ ベ ル に よ る低下率 を乗

　　 じて 推定 する 方法 が合理 的で あ る 。

　◇細粒分が 多 く含ま れ る場 合の留意点 ：

　 。通 常 ，細 粒 分 が 20％程 度 か ら粘性 土 の 性 質 が 現 れ ，40〜

　　60％ を 越 え る と粘土 の 性質 が支配的 に な る。
6，将来 的方 向性 ：

　 。礫質 土 の 強 度，変形 定数 は通 例 N 値 か ら決め て い る が，そ

　　の 根拠は 砂 質 土 に対す る もの で 礫質土 で は 十分 研究 さ れ て い

　　 な い の で ，設 計の 合理 化 の 余地 が 大 きい 。

　 ・ 1V値 に 代 わ る大 エ ネル ギー
の 連続 的 貫 入試験 法 の 開発 ・普

　　 及が 必 要 で あ る。

　以上 の報告 に つ い て 質疑応答が行わ れ た後，

　「相対密度の
一

斉試験に 関する 中間報告」 が優藤副座長か ら行

わ れた。現 在，申込 みの あ っ た 20機関 の 試験 結 果 を レ ビ ュ
ー

し

た結 果，試験機 関に よる最小 ・最大 密度 の ぱ らつ きが非常 に大 き

い こ とが分か っ た。これ は試験方法 の 違 い に よる差 異 と思 われる

が，今後委員会 で 検討す る 旨の 発表が あ っ た。

　「個 別発表 とデ ィ ス カ ッ シ ョ ン 」

　表
一 1 に示 す 10編 の 論文 に つ い て 口 頭 発表 が 行 わ れ た。各 々

礫地盤 の 工 学的特 性 を知 る 上 で 貴重 な論文 で ，礫質 土の サ ン プ リ

ン グ，各種 の 原位置 試験，室 内試験 （Dr ，　Ko ，砿，　 m
。，φ，動的強

度 ・変形特性
…
）な ど多岐 に わ た る 内 容 で あ っ た。

　 口頭 発表後 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は，大変 活発 に行 わ れ 時 間切 れ

で 終 了す る状 態で あ っ た。3 時間に わた る長 丁 場で あ る に もか か

わ らず，多 くの方 々 が 最後 ま で参加 さ れ ，活発 な討 論 を行 うこ と

が で きた。誌面 を お 借 り し感謝 の意 を 表 した い 。委 員会 で は，皆

様の 御協力を得て，礫質土 の 相対密度試験法の 確立，礫質土 の 力

学特性 をあ ま す と こ ろな く実務に役 立 て られ る よ うに す べ く研究

活動 を継続 して い きた い 。
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